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３ 空気調和設備・換気設備 

番号 対策の名称 

② 設備運転時間の管理 

内容 

エネルギー消費設備の運転時間を適正に管理することで無駄な運転をなくしエネル

ギーの使用量を削減します。下表は運転時間管理の例です。 

 

効果 

＜複合機を土日に電源を切った場合のシミュレーション（下記条件に基づいた場合の試算例）＞ 

土日はコピー・プリンタ・FAX 複合機 2台のうち、1 台の電源を切る。 

・燃料費削減効果 年間 2,156 円 

・CO2 排出削減効果 年間 53.9kg-CO2 

（試算条件） 

・休日 1日当たり 0.98kWh の節電、年間 110 日として、0.98×110＝107.8kWh/年 

・燃料費削減効果：エネルギー単価を電力 20 円/kWh として 107.8×20＝2,156 円/年 

・CO2 排出削減効果：CO2 排出係数を電力 0.5kg-CO2/kWh として 107.8×0.5＝53.9kg-CO2/年 

 

ポイント 

・電源に簡易型電力計を取り付けると、積算消費電力が分かります。 

  

＜運転時間管理の例＞ 


